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　舞鶴市は、令和6年度からアンケートや意見募集な
どを通して、市民の皆さんと対話を重ねてきました。
　2年間じっくりと議論を重ねる中で見えてきた市民
の思いを形にし、未来へつなぐための答え。それが市
民みんなの約束事となる「舞鶴市民憲章」の策定です。
　このたび、次期総合計画の策定にあわせ「舞鶴市民
憲章」策定プロジェクトを本格スタートします。
　　　　　　　　　　　　　　　　    《企画政策課》
市民憲章とは？
　誰もが暮らしやすいまちをみんなで一緒に作ってい
くために、市民一人ひとりが大切にしたい思いを共有し、
市民の心がけを約束事として言葉にするものです。　
　互いを尊重すること、頑張る人を応援すること、地域
の自然や文化を大切にすることなど、日々の暮らしの
中でできる心がけを示した「市民みんなの約束事」です。

策定の背景
　まちづくりは市役所だけが行うものではなく、市民
の皆さんが舞鶴に愛着を持ち、一緒に関わっていくこ
とが大切です。「まちを良くしたい」という市民の皆さ
んの思いを、実際の行動につなげるため、市民憲章を
策定します。
　これまで実施したアンケートでは「まちづくり活動に
関心があり、協力したいが、具体的な方法が分からな
い」という声が寄せられました。そこで、日常の中で大
切にしたい思いや心がけを「市民みんなの約束事」と
して形にします。身近な一歩から行動をはじめ、みんな
で幸せを実感できる舞鶴の未来を目指します。
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みんなでつくり、未来へつなぐみんなでつくり、未来へつなぐ

「舞鶴市民憲章」の策定をスタート！「舞鶴市民憲章」の策定をスタート！

⛋市民アンケートにご協力を！
〜市民憲章の言葉やフレーズを募集します！〜

【募集内容】
❖舞鶴で誇りに思うことや好きなこと
❖舞鶴人として、大切にしていきたい心がけ・行動

など
【回答方法】10月31日㈯までに応募フォー
ムで。右コードからアクセス可。

⛋舞鶴市民憲章策定懇話会の市民委員を募集
　市民アンケートの結果を分析・議論し、一緒に
舞鶴市の未来を考え、市民憲章の素案を作成する
懇話会の委員を募集します。

【対象】市内在住・在勤・在学の16歳以上で、来
年1月まで開催予定の会議に出席できる人（議員・
常勤の公務員などを除く）

【申し込み方法】9月11日㈮までに応募フォームで
企画政策課（☎66・1042）へ。詳細は市
ホームページで確認を。右コードからアク
セス可。
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　今後も、誰もが安心
して暮らせる住みよい
まちづくりに向けて、
地域の皆さんと共に
考えていきます。

TOPIC⑤ 8/8 自治会長・区長のつどい　地域のカタチをともに考える

　「自治会長・区長のつどい」に出席し、住民同士や
さまざまな団体との支え合いにより取り組まれている
協働のカタチを共有。舞鶴らしさを大切に、魅力的で
持続可能な地域づくりに向けて意見交換を行い、地域
の「つながり」の重要性を再確認しました。

TOPIC③
7/22

全国近代化遺産活用連絡協議会
新潟大会
近代化遺産を次なる世代へ

　市長が会長を務める全国近代化遺産活用連絡協議
会が新潟市で開催され、文化庁をはじめ、会員である
全国の自治体や関係団体などが
参加しました。
　講演や現地視察などを通して
近代化遺産の保存・活用の最先
端の情報共有を行い、今後のさ
らなる活動推進に向け会員相互
の連携を深めました。

TOPIC④
7/24

自転車ヘルメット着用促進モデ
ル事業所交付式
安全意識の向上を

　舞鶴市役所が「自転車ヘルメット着用モデル事業所」
に指定され、指定書交付式が開催されました。自転車
のヘルメット着用の努力義務化に伴い、さまざまな推
進運動に取り組んだこと
が認められ、京都府警察
本部より指定を受けまし
た。職員一人ひとりが地
域の見本となり、啓発活
動に取り組みます。

TOPIC②
7/20

社会を明るくする運動舞鶴地区
推進大会～舞鶴音楽フェスティ
バル～
立ち直りを支える地域の力

　「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行のない安
全で安心な地域社会を築くための全国的な運動です。
　大会では、子どもコーラスの合唱や中学生による吹
奏楽の演奏をはじめ、受刑者が更生を目指して製作し
た刑務作業品の展示即
売などが行われ、安全・
安心なまちづくりに向
けた機運を高めました。

　道路交通法改正により「全自転車利用者
のヘルメット着用が努力義務化」されて3年
が経過しました。格好悪い、髪が乱れる、暑
苦しいなど、ヘルメット着用を敬遠する理由
はさまざまあると思います。しかし、自転車乗
車中の交通事故死者の約6割が頭部に致命
傷を負っており、着用していれば救われた命
が多くあります。大切な自分を守りませんか。

TOPIC①
7/17
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ANSAI第3期ソーシャル
イノベーション・プログラム
多様な視点で地域の課題解決を

　自治体が抱える社会課題を民間企業に向けて発信
し、解決に向けたアイデアやパートナーを募るイベン
トに参加。舞鶴市は「持続的な公園マネジメント」を
テーマに、現状と解決に向けた熱い思いをアピールし、
企業からの解決策を募集しました。
　今後も民間企業のア
イデアとビジネスの力
を借りて、官民一体で、
地域課題の解決に取り
組んでいきます。




